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在日フィリピン人労働者の医療機関への受診に関わる

社会人口学的要因
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目的　今日において，在日外国人の医療問題は重要な社会問題となっており，在日外国人労働者

が迅速に適切な医療を受けることのできる医療体制づくりを行うことは必須である。本研究

は，そのための基礎的なデータを得るために，(1)在日外国人労働者の受診の理由を明らかに

すること(2)過去一年間での受診の有無に関連する要因を明らかにすること(3)過去一年間での

受診の有無に影響を与える要因の強さを比較すること，の3点を目的として行われた。

対象と方法　関東地方に在住するフィリピン人労働者に対し，英語およびタガログ語を併記した

自記式無記名調査票を配布した。調査項目は，属性，職種，定期的送金をしているかどう

か，日本語能力，健康保険への加入・被加入の別，支援ネットワーク（情報的支援および道

具的支援）の数，過去一年間での受診経験の有無およびその理由である。統計的分析には，

主に単純集計，χ2検定，t検定，ロジステイック回帰分析（標準化済独立変数を使用）を行

った。

結果　受診理由については，過去一年間のうちに受診した女性のうち，27.3％が，妊娠・出産の

ために受診したと回答している。過去一年間で受診した者を社会的特性別に分析したとこ

ろ，健康保険未加入者に比べ加入者において割合が高く（P＜0.05），情報的支援を持って

いる者（P＜0.01），道具的支援を持っている者（P＜0.01）において，それぞれ有意に割合

が高かった。過去一年間での受診の有無に影響を与える因子の強さを比較したところ，支援

ネットワークの有無（β＝.780，P＜0.01），滞日期間（β＝.534，P＜0.01），性別（β＝.356，P

＜0.05）の順で影響が強く，情報的/道具的支援ネットワーク持つ者，滞日期間の長い者，

女性において受診傾向があることが明らかになった。

結論　わが国では現在のところ，すべての在日外国人労働者を救済する医療保障制度は未整備で

ある。しかし，ことに女性を対象とした，適切な情報やサービス等を提供する支援ネットワ

ークを充実させることは，在日外国人の受診を促進するのに効果的であろうと考えられる。
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